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示された。また、成績評価方法については、2009 年度から 2015 年度にかけて、出席への配点が大幅に減
少した。さらに、複数の評価項目に対してトータルで配点するような曖昧な配点の仕方が減少し、成績評
価の厳密さが高まったことが明らかになった。
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の 2012 年度、そして 2012 年度からさらに 3 年前



















































された、2009 年度、2012 年度、2015 年度のシラバ
スを分析対象とした。具体的には、各年度に開講
された授業科目名一覧から、各授業科目のシラバ










































　 教 務 情 報 シ ス テ ム UNIVERSAL PASSPORT で
公開されているシラバスのうち、分析に使用した
シラバスの数は、保育学科が 2009 年度で 190 件、
2012 年度で 170 件、2015 年度で 185 件である。ラ
イフデザイン総合学科が 2009 年度で 197 件、2012
年度で 195 件、2015 年度で 181 件である。介護福
祉学科が 2009 年度で 40 件、その後、介護福祉学
科が改変されて設置されたライフデザイン総合学
科「総合福祉コース」（以下、総合福祉コース）は、
















の記載があったのは、2009 年度が 426 件（3286 文）、
2012 年度が 401 件（3309 文）、2015 年度が 418 件
（3215 文）であった。
　2009 年度、2012 年度、2015 年度の「授業目的」
の頻出 50 語を Table 1 に示した。2009 年度、2012
年度、2015 年度のいずれの年度においても “ 理解 ”、
“ 学ぶ ”、“ 習得 ”、“ 必要 ”、“ 知識 ”、“ 実習 ” が頻出










　Figure 1a から、“ 必要 ”、“ 方法 ”、“ 課題 ”、 “ 基礎 ”、 




れた。“ 保育 ”、“ 子ども ”、“ 保育者 ”、“ 対応 ”、“ 生
活 ” や “ 幼児 ”、“ 音楽 ”、“ 研究 ”、“ 表現 ”、“ 実習 ”、
“ 指導 ” のような保育学科に関連する単語のネット
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Figure 2a に示した。2009 年度と同様に、“ 理解 ”、“ 学
ぶ ”、“ 習得 ”、“ 必要 ”、 “ 知識 ”、 “ 実践 ” などの学
科・コースに共通する授業の基本構造が抽出され
た。その他に、保育学科に関わる “ 子ども ”、“ 発達 ”、
“ 保育 ”、“ 保育者 ”、“ 保育内容 ”、“ 遊び ” や “ 音楽 ”、
“ 歌 ”、“ 声楽 ” などの単語のネットワークが見られ




Figure 3a に示した。2009 年度、2012 年度と同様に、
“ 必要 ”、 “ 知識 ”、“ 技術 ”、 “ 実践 ” 、“ 身 ”、“ 理解 ”、
“ 学ぶ ”、“ 深める ” といった授業の基本構造がある。
その他に、保育学科に関わる “ 保育 ”、“ 子ども ”、“ 発
達 ”、“ 展開 ”、“ 音楽 ”、“ 遊び ” などの単語のネット
ワークがあった。また、“ 障害 ”、“ 介護 ”、“ 利用者 ”
という総合福祉コースに関連する単語のネットワ
ークも見られた。












　Figure 1b によると、2009 年度は、保育学科は “ 保
育所 ”、“ 保育現場 ”、ライフデザイン総合学科は “ ビ
ジネス ”、“ 作成 ”、“ 情報 ”、介護福祉学科は “ 介護 ”、
“ 支援 ” が特徴的であった。全体的に単語が軸の中
心に集まっており、各学科の「授業目的」の特色
は明確ではなかった。
　Figure 2b から、2012 年度は、保育学科は、“ 保育
所 ”、“ 保育内容 ”、“ 歌 ”、“ 音楽 ”、“ 器楽 ”、“ 声楽 ”、
“ 歌 ” など保育に関する具体的な単語が特徴的まと
まりになっている。ライフデザイン総合学科は、“ ビ
ジネス”、“自分”、“情報”、“文化”、“講義”、“関係”、“社
会 ”、“ 食 ” といったライフデザイン総合学科の専
門教育フィールドにあるエリアに関連する単語な
どが緩やかなまとまりを形成している。総合福祉






　Figure 3b から、2015 年度は、保育学科は、“ 保育
所 ”、“ 保育者 ”、“ 保育現場 ”、“ 子ども ”、“ 幼児 ”、“ 遊
び ”、“ 養う ”、“ 歌 ”、“ 音楽 ”、“ 具体的 ” など、ライ
フデザイン総合学科は、“ 医療 ”、“ 心理 ”、“ 問題 ”、
“ 食 ”、“ 講義 ”、“ 演習 ”、“ 社会 ”、“ 能力 ” など、総
合福祉コースは“介護”、“安全”、“利用者”、“人”、“障
害”、“支援”などの単語が特徴的まとまりであった。















した。各年度の各評価項目の出現数を Table 2 から
Table 4 に示した。さらに 3 年間の出現数の平均を























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の合計が、2009 年度は 747 件あったが、2012 年度
には 468 件、2015 年度には 255 件にまで減少して
いる。一方、配点の数値が明記されていた項目の
出現数（Table 中の「正の値」）は 2009 年度で 794 件、













合は、2009 年度が 33％（1541 件）、2012 年度が 29








2009 年度、2012 年度、2015 年度の成績評価の各項
目への配点の平均値（％）を学科・コース別に示
したのが、Table 6 から Table 8 である。さらに 3 年
分の平均値を算出したのが Table 9 である。
　3 年分の平均値である Table 9 を見ると、成績評
価への配点が高い順に、「期末試験」（41.1％）、「参
加態度」（18.3％）、「出席」（10.0％）となっている。
年度別に平均値を示した Table 6 から Table 8 見る
と、「出席」の配点が、2009 年度では 2 学科 1 コー
ス（Table 中の「全体」）で 17.9％、2012 年度では
11.6％、2015 年度では 0.5％と減少している。一方、
「参加態度」の配点は増加しており、2009 年度では
10.1％、2012 年度では 16.2％、2015 年度では 28.6
％である。「期末試験」の配点は減少傾向にあり、
































2009 年度が 55.0％、2012 年度が 57.4％と高かった
「期末試験」の配点が、2015年度には45.1％と減少し、
代わりに「参加態度」への配点が 2009 年度で 10.7％、






習方法」の記載は 416 件（1556 文）であった。そ
のうち頻出 150 語を Table 10 に示した。“ 授業 ”、“ 復
習、“ 読む ”、“ 練習 ”、“ テキスト ”、“ 整理、“ 内容 ”

- 69 -
᛽಴⺆ ಴⃻࿁ᢙ ᛽಴⺆ ಴⃻࿁ᢙ ᛽಴⺆ ಴⃻࿁ᢙ
᝼ᬺ 㪈㪎㪏 ᝼ᬺ೨ 㪉㪌 ᣉ⸳ 㪈㪋
ᓳ⠌ 㪈㪇㪏 ᯏળ 㪉㪋 ᤨ㑆એ਄ 㪈㪋
⺒䉃 㪈㪇㪋 䈲䈛䉄 㪉㪊 ⥄ቇ⥄⠌ 㪈㪋
✵⠌ 㪏㪊 ⥄⊒⊛ 㪉㪊 ⥄ਥ⺖㗴 㪈㪋
䊁䉨䉴䊃 㪍㪊 Ṷ⠌ 㪉㪉 ታ㓙 㪈㪋
ᢛℂ 㪍㪉 ข䉍⚵䉃 㪉㪉 ᚻ૞䉍䈍䉅䈤䉆 㪈㪋
ౝኈ 㪍㪉 りㄭ 㪉㪉 ᚻㆆ䈶 㪈㪋
䊉䊷䊃 㪌㪐 ૕㛎 㪉㪉 ೙૞╬ 㪈㪋
⋡ 㪌㪐 䊗䊤䊮䊁䉞䉝ᵴേ 㪉㪈 ჿᭉ᝼ᬺ 㪈㪋
ቇ⠌ 㪌㪏 ⏕⹺ 㪉㪈 ᛬䉍⚕ 㪈㪋
ታ⠌ 㪌㪋 ⠌ᘠ 㪉㪈 ᕷ⛮䈑 㪈㪋
໧㗴 㪌㪋 ో૕ 㪉㪈 ᒢ䈒 㪈㪋
ℂ⸃ 㪌㪇 ᵈᗧ 㪉㪈 ᣣᏱ 㪈㪋
⺑᣿ 㪋㪏 ⺞䈼䉎 㪉㪈 ⊒ჿᴺ 㪈㪋
ⴕ䈉 㪋㪎 ㈩Ꮣ 㪉㪈 ⊒ᗐ⸥ภ 㪈㪋
᝼ᬺਛ 㪋㪎 ↢ᵴ 㪉㪇 ⡞䈎䈜 㪈㪋
ᔃ䈏䈔䉎 㪋㪍 ᝼ᬺౝኈ 㪈㪐 ଻⢒ᛛⴚ 㪈㪋
⺖㗴 㪋㪋 り૕ 㪈㪐 ᧄቇ⁛⥄ 㪈㪋
ㅢ䈜 㪋㪇 ቯ⌕ 㪈㪐 ੍⠌ 㪈㪋
ᔅ䈝 㪊㪎 ᔅⷐ 㪈㪐 ℂ⸃ㆇ↪ 㪈㪋
ᢥ₂ 㪊㪎 ഍ 㪈㪏 ๺㖸⸥ภ 㪈㪋
⹥ᒰㇱಽ 㪊㪌 ᧚ᢱ 㪈㪏 ෳ⠨ 㪈㪊
ቇ䈹 㪊㪋 ੐೨ 㪈㪏 ಴᧪䉎 㪈㪊
⥄ಽ 㪊㪋 ႐ว 㪈㪏 ᠲ૞ 㪈㪊
࿑ᦠ 㪊㪋 ᖱႎ 㪈㪏 ឭ಴ 㪈㪊
଻⢒ 㪊㪋 䊆䊠䊷䉴 㪈㪎 ✵⠌໧㗴 㪈㪊
ᣂ⡞ 㪊㪊 ฽䉃 㪈㪎 䈢䈒䈘䉖 㪈㪉
ᗧ⼂ 㪊㪉 ᢎ⑼ᦠ 㪈㪎 䉴䊃䊧䉾䉼 㪈㪉
ታ〣 㪊㪉 ⥝๧ 㪈㪎 䉶䊥䊐 㪈㪉
␠ળ 㪊㪉 ⷗䉎 㪈㪎 ⷰኤ 㪈㪉
⠌䈉 㪊㪉 ᜰ␜ 㪈㪎 㑐ଥ 㪈㪉
⚫੺ 㪊㪉 ଻⢒⠪ 㪈㪎 㑐ㅪ 㪈㪉
䊒䊥䊮䊃 㪊㪈 䉨䊷 㪈㪍 ะ䈔䉎 㪈㪉
೨࿁᝼ᬺ 㪊㪈 ➅䉍㄰䈜 㪈㪍 ⠨䈋䉎 㪈㪉
⍮⼂ 㪊㪈 ஜᐽ 㪈㪍 ૞ᦛ 㪈㪉
೨࿁ 㪊㪇 ૞ᚑ 㪈㪍 ૞⹖ 㪈㪉
䉨䊷䊪䊷䊄 㪉㪐 ૞䉎 㪈㪌 ⸅䉏䉎 㪈㪉
⾗ᢱ 㪉㪐 ෳട 㪈㪌 ᱜ䈚䈇 㪈㪉
Ⓧᭂ⊛ 㪉㪏 ᡰេ 㪈㪌 ೨ 㪈㪉
Ფᣣ 㪉㪏 ⥄ಽ⥄り 㪈㪌 บᧄ 㪈㪉
૶䈉 㪉㪎 ᔃដ䈔䉎 㪈㪌 Ṷᄼ 㪈㪈
⠌ᓧ 㪉㪎 り 㪈㪌 ᱌ 㪈㪈
㘩 㪉㪎 ኾ㐷 㪈㪌 ੺⼔ 㪈㪈
㘩੐ 㪉㪎 ᣣ㗃 㪈㪌 ⸥㍳ 㪈㪈
⻠⟵ 㪉㪍 Ფㅳᓳ⠌ 㪈㪌 ੹ 㪈㪈
ሶ䈬䉅 㪉㪍 䊏䉝䊉 㪈㪋 ᾫ⺒ 㪈㪈
ᜬ䈧 㪉㪍 ㆇᜰ 㪈㪋 ․䈮 㪈㪈
⛗ᧄ 㪉㪌 㖸ᭉ 㪈㪋 ᣣ䇱 㪈㪈
㑐ᔃ 㪉㪌 ᱌䈉 㪈㪋 ⴫⃻ 㪈㪈










とに作成した共起ネットワークを Figure 7 に示し
た。出現数による単語の取捨選択では最小出現数
を 20 に設定し、描画する共起関係の絞り込みでは
描画数を 120 に設定した。“ テキスト ”、“ 該当部分 ”、
“ 授業前、“ 読む ” や “ 前回授業 ”、“ 説明 ”、“ キーワ
ード ”、“ ノート ”、“ 整理 ” といった予習や復習に
関連する単語のネットワークが見られる。また、“ 授
業中”、“紹介”、“図書”、“文献”、“必ず”、“目”、通す”
は、書籍に関するネットワークである。“ 絵本 ”、“ は
じめ”、“身近”、“自発的”、“取り組む”、“習得”や“ボ
ランティア活動”、“機会”、“体験”、“実践”や“社会、
“ 新聞 ” や “ 食 ”、“ 食事 ” などの授業外での体験や
実践の広がりに関わるネットワークや、“ 生活 ”、“ 習







た。その結果が Figure 8 である。
　保育学科は、“ 毎日 ”、“ 機会 ”、“ 習う ”、“ 意識 ”、
“ 身体 ”、“ 発達段階 ”、“ 子ども ”、“ 発達 ”、“ 自
発的 ”、“ 保育 ”、“ 子ども ”、“ 絵本 ”、“ 食事 ”、“ 実
践 ” などの単語が特徴的である。保育関連語や体験、
実践を意識した内容となっている。ライフデザイ
ン総合学科は、“ 講義 ”、“ 演習 ”、“ 復習、“ 課題 ”、“ 学
習 ”、“ テキスト ” など、授業中に行った内容の復
習や課題に関連する単語となっている。総合福祉
コースは、“ 授業前 ”、“ 資料 ”、“ 該当部分 ”、“ 習
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の配点が 2015 年度時点では、ほぼ 0％になってお
り改善が見られている。特にライフデザイン総合














年度は 747 件あったが、2015 年度には約 3 分の 1
の 255 件にまで減少し、反対に配点が明確に記載
されている項目の件数が、2009 年度の 794 件から
2015 年度の 862 件へと増加傾向にある。つまり、
複数項目で合算した配点の記載が減少し、個別の
配点が増加した。このように成績評価方法につい
ては、2009 年度から 2015 年度にかけて改善されて
いることが明らかになった。なお、評価に用いら
れる項目は全体としては減少傾向にある。つまり



















































































































































分析 − 内容分析の継承と発展を目指して　（KH 
Coder Index Page http://khc.sourceforge.net/ ）
門内章・伊藤昇・谷中晃・若井ます江　(2006). 教
員評価制度を通じたシラバス改善に向けた提
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